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4．成績評価の適正化の推進 
   

2017年 12月（送付） 

2018年 12月（再掲） 
 

科目担当者 各位 

                  全学カリキュラム委員会 

                               学長  合 田 隆 史 
 

成績評価のガイドラインについて（依頼） 
  

先生方には日頃から授業運営にご尽力・ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

さて、本学では 2015年度 FDにおいて成績評価の適正化について意見交換の機会を設けました。その中で、

「絶対評価はいい」「相対評価はいい」「また両者を組み合わせた形がいい」という異なる意見がありまし

た。教員の中でも試行錯誤しながらより客観的な評価ができるよう工夫なされた先生もおられるが、大学と

して何らかのガイドラインをつくらないと認証評価にも問題視されるのではないかと外部評価委員から指摘

を受けております。成績「優」の乱発を防ぐために相対評価を導入した大学は増え、成績の分布の web 公開

システムが作られた大学も現れた状況です。 

本学においてレポート評価のコモンルーブリックが導入されたばかりの段階で、絶対評価があまりなされ

ていない状況の中で相対評価を部分的に導入する方針が、全学カリキュラム委員会で決まりました。 

本学の実情に応じて、A評価以上の人数を履修者数の35%以内とし、S評価（特に優れたもの）の人数を履

修者の 10％程度まで抑えるというガイドラインを明確に設定することにしました。その根拠について、資料

①シミュレーション（図）と②他大学の事例をご参考ください。 

特に S評価割合について徹底したいと考えますが、下記の措置も用意しています。 

① 少人数授業(20人未満)、優秀な学生が集中して受講している授業（英語習熟度別授業） 

などを対象外とします。 

② 担当科目は対象外科目にしたい特別な理由がある場合は事前の申し出を可能とします。 

申し出がある場合は、Campusmate-J でのシラバス入稿の際、「教務課への連絡事項※」欄にS評価割合

ガイドランの除外対象としたい理由について入力をお願いします。 

※「教務課への連絡事項」は、シラバスを入稿する際に、お気づきの点や連絡事項等などを記載する項

目です。（Web非開示） 

③ 厳格に成績を評価した結果、目安を超えた場合説明文をつけて成績評価を提出するよう 

にします。それは優れた授業工夫がなされた結果や他の理由などに関する、情報共有の 

ためです。どうぞご協力をお願い申し上げます。 

補足： 

ご存知のように到達目標にしたがって評価を行う際、目標設定が高すぎると全員が不合格、目標設定が低

すぎると全員が S 評価となります。極端な成績をつけることは，その科目の到達目標の設定そのものに問題

がある場合が多い。 

 したがって、絶対評価を行う場合、到達目標を明確にし，かつその設定の根拠や理由を適切に説明できな

ければならない（説明責任が生じる）。 
 




